
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

三
月
の
公
園
整
備
は
八
日
（
日
）
で
す
。

落
ち
葉
収
集
、
園
内
外
の
清
掃
、
施
肥
、

潅
水
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

三
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
四
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
二
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
五
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 
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厳しい寒さと乾燥にも耐えて！ 

二
月
一
日
（
日
）
寒
さ
が
厳
し
い
朝
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
員
十
五
名
の
参
加
に
よ
り
整

備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
有

志
の
方
に
連
日
公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、
落
ち
葉
の
量
も
大
分
減
少
し
ま
し
た

が
、
花
壇
や
木
々
の
根
元
に
積
も
っ
た
落
ち

葉
の
収
集
や
雨
が
降
ら
な
い
日
が
続
い
て
い

る
た
め
十
分
な
量
の
潅
水
作
業
、
溜
枡
の
清

掃
、
花
壇
へ
の
施
肥
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
近

年
会
員
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な
り
、
活
動
に

参
加
が
出
来
な
い
方
が
徐
々
に
増
加
し
て
い

ま
す
の
で
、
作
業
時
間
を
短
く
し
無
理
の
な

い
活
動
を
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

久しぶりに溜枡の清掃を！ 

ハクモクレン！ 
 

公
園
整
備
！ 

『
コ
ブ
シ
（
辛
夷
）』 

も
く
れ
ん
科
の
植
物
で
、
山
地
や
日
の

当
た
る
山
林
に
自
生
す
る
落
葉
性
高
木
。

十
メ
ー
ト
ル
位
に
も
な
る
。
公
園
や
、
庭

木
と
し
て
栽
植
さ
れ
て
い
る
。。
早
春
、

葉
の
出
る
前
に
他
の
木
々
よ
り
も
早
く
、

枝
先
に
一
個
ず
つ
十
セ
ン
チ
程
の
大
き
な

花
を
つ
け
ま
す
。
花
は
白
色
六
弁
、
芳
香

が
あ
る
。
コ
ブ
シ
と
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
同

じ
仲
間
だ
が
、
違
い
は
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
よ

り
花
は
小
さ
く
、
開
花
時
に
花
の
下
に
小

さ
な
緑
色
の
萼
が
つ
く
の
で
区
別
が
で
き

る
。
千
昌
夫
が
歌
う
「
北
国
の
春
」
の
歌

詞
に
出
て
く
る
花
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

毎回砂場の落ち葉収集が必要！ 

コブシ！ 
 

が
く 

落ち葉の山が取り除かれ！ 


